エコマーク申請用　No.107付属証明書

Ver3.3改定版

	申込日：２０
	
	年
	
	月
	
	日

	申込ブランド名
	

	申込者
	（会社名）


	印（社印を捺印）


＜付属証明書の作成方法＞

1． 申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載して下さい。

「記入欄」に網かけがある「項目」は記入不要です。

2． 「添付証明書」欄の各証明書を用意して下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。

「添付証明書」に網かけのある「項目」は、証明書の提出は不要です。

3． 各証明書の作成は（記入表）を参照して下さい。

4． 「添付証明書」の作成にあたっては「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。

	項目
	添付証明書
	添付証明書の　発行者

	エコマーク表示有無（予定）
	· ある

□包装／□カタログ・リーフレット

□その他（　　　　　　　　）

· なし　

(表示する場合は表示設計図のご提出が必要です。)

（該当する事項をチェックして下さい。）
	申込者

	
	表示予定設計図の提出（書式自由・原稿）
	


	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の　発行者

	商品類型No.107「印刷用紙Version3」で、既に認定を受けている用紙を別ブランドとして申込む場合
	ブランド名以外の変更が　 ある／なし
	・申込承諾書（記入表１）

・4-1(9)包装材、(10)表示　　予定設計図
・変更点についての認定基準に対する証明書（変更がある場合）

	製紙事業者

申込者



	製品を開発した会社
	他社／自社
	他社開発製品の場合、申込承諾書

	製紙事業者

	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の　発行者

	4-1.(1)総合評価値


	　認定基準書表１‐１、1-2に対する評価項目について詳細を記述してください　

　　

　　□古紙パルプ配合率　　　　　　　　　（　　　）％　　  評価値（　　　）点

　 □森林認証材パルプ利用割合　 　（　　　）％　　　 評価値（　　　）点

 　□間伐材パルプ利用割合　　　　 　（　　　）％　　　 評価値（　　　）点

　　□持続可能性を目指した原料調達に基づいて調達されたパルプ利用割合　
（　　　）％　　　 評価値（　　　）点

　　□白色度　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）％　　　評価値（　　　）点

　　□両面塗工量　　　　　　　　　　　　　（　　　　）ｇ/㎡　評価値（　　　）点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計：総合評価値（　　　　）

　

	4-1.(1)古紙パルプ　　配合率
	　
	証明書（記入表２）

＊本証明書の発行日は、申込日より１年以内のものとします。
	製紙事業者

	4-1.(1)古紙パルプ　　配合率
	　　
	紙サンプル10枚

（A４サイズ）
	申込者

	4-1.(1)森林認証材

パルプ

（該当製品のみ）
	
	直近１年間の工場におけるバージンパルプ原料の調達量に対する森林認証材の調達実績（量、割合）、森林認証紙とエコマーク製品に配合するものとしてクレジットする量、割合に関する管理表

CoC(Chain of Custody)認証の写し


	製紙事業者　　または申込者

	4-1.(1)間伐材パルプ

　（該当製品のみ）
	
	「間伐材チップの確認のためのガイドライン(平成21年2月)」に準拠した証明書

直近１年間の工場におけるバージンパルプ原料の調達量に対する間伐材の調達実績（量、割合）、エコマーク製品に配合するものとしてクレジットする量に関する管理表


	製紙事業者　　または申込者

	4-1.(1)持続可能性を目指した原料調達に基づいて調達されたパルプ

　（該当製品のみ）


	
	原料の調達方針の写し

証明書（記入表３）
	製紙事業者　　または申込者


	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の　発行者

	4-1.(1)塗工量

（該当製品のみ）
	　
	証明書（記入表２）
	製紙事業者

	4-1.(1)白色度
（該当製品のみ）
	　
	証明書（記入表２）
	製紙事業者

	4-1.(2)損紙の使用量
	
	証明書（記入表２）　　　　　　　もしくは別紙
	製紙事業者

	4-1.(3)バージンパルプの合法性
	
	証明書（記入表４）
	製紙事業者　　または申込者

	4-1.(4)蛍光増白剤
	　
	証明書（記入表２）
	製紙事業者

	4-1.(5)アゾ着色剤
	　
	証明書（記入表２）
	製紙事業者

	4-1.(6)塩素ガス
	　
	証明書（記入表２）
	製紙事業者

	4-1.(7)環境法規
	　
	証明書（記入表５）
	最終製造工場の工場長

	4-1.(7)化管法
	届出義務が　ある／なし
	ある場合、証明書（記入表６）
	最終製造工場の工場長

	4-1.(8)禁忌品
	禁忌品を含む／含まない
	本書類
	申込者

	4-1.(9)製品の包装材
	包装材の材質：
包装方法：
	本書類
	申込者

	4-1.(10)包装材への
古紙パルプ
配合率の明記
	
	表示予定設計図
	申込者

	4-2.(11)製品の品質
	JISなどの該当する品質規格が

ある（名称：　　　　　）

ない（自社規格）
	該当する品質規格に適合していることの証明書、もしくは　自社規格に適合していることの証明書
坪量の管理標準値に関する証明書（記入表７）
	製紙事業者　　または申込者など


 記 入 表１ 本書式は他社開発製品またはOEM供給を受ける場合に限り提出が必要です
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
財団法人日本環境協会　エコマーク事務局　御中

	発行日：
	
	年
	
	月
	
	日

	○○株式会社


	印（社印を捺印）


申込承諾書

当社エコマーク認定ブランド名（　　　　　）認定番号（　　　　　）

を、（申込企業）がブランド名（　　　　　）として、エコマーク

商品認定・使用申込を行うことを承諾します。

 記 入 表２ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　【2010年3月版】
財団法人日本環境協会　エコマーク事務局　御中
	発行日：
	
	年
	
	月
	
	日

	○○株式会社


	印（社印を捺印）


· 発行者は製紙事業者

紙質証明書
　下記銘柄の古紙パルプ配合率に間違いがないことを証明するとともに、製造工場長をはじめとする製造部門に対して、古紙パルプ配合率の管理の徹底を行うことを誓約します。万一、以下の記載事項について疑義が生じた場合には、エコマーク事務局に対し、必要な資料提供などを含め十分な説明を致します。

	紙の銘柄名
	

	製造工場
	工場名：

	
	工場長名：

	
	所在地：

	
	同工場のエコマーク製品管理担当者

部署･役職名：　　　　　　　  氏名：　　　　　　　　　

	
	TEL：
	FAX：

	
	メールアドレス：

	古紙パルプ配合率
	　　　　　　　　　％（数値は最低保証値とします）

＊「古紙パルプ等配合率検証制度チェックリスト」(日本製紙連合会)又はこれに準じた内部監査結果(チェックリスト)を添付してください。（実施日：　　　年　　月　　日）

	工場において古紙パルプ配合率を管理している帳票類の名称
	(例)　製造指示書、調成日報


	左記帳票の　管理責任者
	(例)抄造課長



	全パルプ原料に対する損紙の　使用割合（実績値）
＊別紙にて報告可（書式自由）
	損紙割合　　　　％

1ロット（　　　年　月　日抄造値）当たりの平均値

上記記載の数値に含むものをチェックして下さい。

□回流損紙 ／□仕込み損紙

（回流損紙について把握されていない場合は、仕込み損紙の割合のみ報告してください）

	両面合計の塗工量
	　　　　　　　g/㎡（管理標準値）
	（塗工がない場合、0g/㎡と記入）

	片面の塗工量（最大値）
（該当する製品のみ）
	g/㎡（管理標準値）
	

	白色度

（該当する製品のみ）
	　　％　（管理標準値）


	蛍光増白剤使用量
（製造時の用水、または紙に対して）
	□使用なし／□あり
     使用ありの場合、使用量を報告して下さい（　　　・単位）

	バージンパルプの漂白
	· 塩素ガスの使用なし／□あり


	表3のアミンの１つ以上を生成　する可能性があるアゾ着色剤

（製品1kg当たりの使用量）
	□使用なし／□あり
使用がある場合は認定基準書記載の①～③の証明が別途必要となります。


· 上記の数値は具体的数値をご記載ください。

· □には該当する事項にチェックを入れてください。
財団法人日本環境協会 エコマーク事務局　御中

バージンパルプの原料に関する証明書（持続可能性）
	発行日：
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）

	【発行担当者】

	住所：

	部署：
	役職：

	氏名：

	TEL：
	FAX:

	E-mail：


発行者は製紙事業者もしくは申込者

下記1.記載の工場に使用されるバージンパルプの原料について、下記2. 記載の調達方針に基づき、下記3.記載のとおりであることを証明します。また、別紙＊の調達方針に基づいた原料の確認については、下記4.のようなトレーサビリティの体制を敷き、下記5.のような確認方法の内訳であることを証明します。

＊調達方針の写しを添付してください

記

1．工場名 

	


2.設定した調達方針の項目

	表
	目的（モントリオールプロセスの基準）　
	調達方針に記載する内容（指針）
	調達方針に記載の有無

	１．森林に関する環境的優位性
	生物多様性の保全
	A保護価値の高い森林からの調達禁止　　
	□有り／□なし

	
	
	B植林地や他の土地利用に転換するために天然林が大規模に皆伐された木材の調達禁止
	□有り／□なし

	
	森林生態系の健全性と活力の維持
	C安全性が確認されていない遺伝子組み換え樹木の調達禁止
	□有り／□なし

	
	土壌及び水資源の保全と維持
	D森林区域における水土保全機能への配慮
	□有り／□なし

	２．森林に関する社会的優位性
	社会的・経済的便益の維持及び増進
	E土地の所有者・利用者の権利の尊重　　　　　　　　　　
	□有り／□なし

	
	
	F労働者の健康や安全への配慮
	□有り／□なし

	
	法的、制度的及び経済的枠組み
	G重大な社会的な紛争がある地域からの調達禁止
	□有り／□なし

	
	
	H地域住民への配慮
	□有り／□なし


添付する調達方針の条項に該当番号を記載してください

	例　　調達方針
　　　　x) 遺伝子組み換え材がないこと　・・・１．③


3．工場で調達されたバージンパルプの内訳

　（200○年○月～200○年○月　実績）　○に数字を入れてください

	原料の内容
	納入数量

（トン）
	構成比

（％）

	１．持続可能性を目指した原料調達に基づいて調達されたパルプ原料
	
	

	上記１のうち、再・未利用木材のパルプ原料
	
	

	２．上記１以外のパルプ原料 
	
	

	合計
	
	１００


※　調達方針の項目毎に構成比が異なる場合には、別紙にてご説明ください。

4．トレーサビリティの体制について

	自社（団体）のトレーサビリティの体制に関して、以下の該当するいずれかの□欄にチェックの上、必要な書類を添付下さい。
	添付必要書類

	· (1) 伐採木材の国名、森林管理区域名、樹種などを集計している　　　
	集計表の雛形

	□ (2) その他
	内容が分かる説明資料


5．確認方法の内訳　（200○年○月～200○年○月　実績）　○に数字を入れてください

	確認方法
	納入数量

（トン）
	構成比

（％）

	□ア) CoC（Chain of Custody）認証制度により、認定基準書表１に適合する　　　ことが明らかな森林認証材（FSC管理木材含む）であることを確認　
	
	

	□ イ) 現地における公的な機関からの証明書の写しを入手して確認
	
	

	□ ウ) 伐採業者や森林管理者からの遵守証明書（もしくはそれに準じる売買契約書等）を入手して確認
	
	

	□ エ) チップサプライヤー等から調査票などで確認
	
	

	合計
	
	１００



財団法人日本環境協会 エコマーク事務局　御中

バージンパルプの原料に関する証明書

	発行日：
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）

	【発行担当者】

	住所：

	部署：
	役職：

	氏名：

	TEL：
	FAX:

	E-mail：


発行者は製紙事業者もしくは申込者

下記1.記載の工場に使用されるバージンパルプの原料（間伐材により製造されたバージンパルプ及び合板・製材工場から発生する端材、林地残材・小径木等の再生資源により製造されたバージンパルプを除く）は、下記2.の証明方法によって、林野庁「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」に従って、合法性が確認され分別管理された材であること（もしくは合法性が確認された材しか扱っていないこと）、及び証明書等の関係書類を一定期間保管していることを証明します。

記

1．工場名 

	


２．合法性の証明方法
	自社（団体）の取組に関して、以下の該当する□欄にチェック、（　　　）内を記載の上、必要な書類を添付下さい。
	添付必要書類

	· (1) CoC（Chain of Custody）認証制度により、工場の認証を受けている
　　　
　　　
	認定証の写し

	· 
	納入業者リスト・確認方法の説明資料（記入表3　2/2）

	□ (2) 事業者認定（関連団体の定める管理規範に従って、合法性の証明された木材・木材製品の供給に取り組む当該団体の構成員について、その取り組みが適切である旨の認定等）を受けている
	認定証の写し

	
	納入業者リスト・確認方法の説明資料（記入表3　2/2）

	□ (3) 合法性が証明された木材・木材製品の分別管理（合法性を確認した木材のみを扱っている場合はその旨。以下同じ。）、証明書の一定期間の保管などを定めた管理規範を定めている　⇒　管理規範の公表場所（　　　　　　　　）例.ホームページ
	管理規範の写し

	
	納入業者リスト・確認方法の説明資料（記入表3　2/2）



3．原料の直近の納入業者リスト・確認方法について
	直近の納入事業者名（連絡先含む）、確認方法をご記入下さい。

	事業者名
	所在地・連絡先（電話番号）
	合法性の確認方法

（該当する内容に○をつけてください。また、CoC（Chain of Custody）認証、事業者認定の場合には、認証・認定制度名と認証・認定番号も記載してください。）



	
	
	CoC（Chain of Custody）認証
	事業者認定

	売買契約書・納品書等


	
	
	認証制度名・　　認証番号


	認定制度名・　認定番号


	

	
	
	認証制度名・　　認証番号


	認定制度名・　認定番号


	

	
	
	認証制度名・　　認証番号


	認定制度名・　認定番号


	

	
	
	認証制度名・　　認証番号


	認定制度名・　認定番号


	

	
	
	認証制度名・　　認証番号


	認定制度名・　認定番号


	


※　上記の契約書等の関係書類は、エコマーク事務局から要請があった場合には、ヒアリング　　もしくは開示できること。
※　上記５社以外に納入業者がある場合についても、同様の証明により合法性が確認され、　かつ分別管理されていることを確認していること。

 記 入 表５ 
財団法人日本環境協会　エコマーク事務局　御中
環境法規等順守証明書

	発行日：　　　　　　２０
	
	年
	
	月
	
	日

	(会社名)

(工場名)

(責任者名)役職名　　　　　　氏名
	印

(社印を捺印)

	工場住所：

	TEL　　：


　　　

　　　　　　* 責任者名は最終製品を製造する工場長（もしくは相当する工場の責任者）

* 本証明書の発行日は、エコマークへの申込日より直近3ヶ月以内有効
下記の事項に適合していることを証明します。

記

１．申込商品の製造にあたり、大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭、有害物質の排出などについて、以下の関連する環境法規および公害防止協定など（以下「環境法規等」という）を順守していることを証明します。

　　（以下の該当する□をチェック、記入の上、ご提出下さい。　別紙一覧提出可）

	工場に関連する環境法規等の名称
	備考

	□ 大気汚染防止法
	

	□ 水質汚濁防止法
	

	□ 騒音規制法
	

	□ 振動規制法
	

	□ 悪臭防止法
	

	□ その他：
	


※ “その他”には工場が該当する法律名、立地する地域の条例や協定が存在する場合にはその名称を記載すること（例：○○県○○環境保全条例、○○市公害防止協定）

２．本証明書の発行日より以前の環境法規等の順守状況は以下の通りであることを証明します。

　　（該当する□をチェックし、ご提出下さい。また、違反とは、行政処分、または行政指導などを指します。）

　　□　過去5年間、関連する環境法規等の違反はありません。

□　創業（　　　　年）以来、関連する環境法規等の違反はありません。

　　□　過去5年間に関連する環境法規等に違反があり、すでに適正な改善をはかり再発防止策を講じ、以後は関連する環境法規等を適正に順守しています。

※行政処分、または行政指導などの違反があった場合には、以下a.b.の書類の提出が必要です。
	a.違反事実について、行政機関などからの指導文書(改善命令、注意なども含む)、およびそれらに対する回答書(原因、是正結果などを含む)の写し(一連のやりとりがわかるもの)

	b.環境法規等の順守に関する管理体制についての次の1)～5)の資料(記録文書の写し等)

1)工場が立地している地域に関係する環境法規等の一覧

2)実施体制(組織図に役割等を記したもの)

3)記録文書の保管について定めたもの

4)再発防止策(今後の予防策)

5)再発防止策に基づく実施状況(順守状況として立入検査等のチェック結果)


　　□　過去に環境法規等に違反があり、まだ改善等がはかられていません。

　　　　以上
　
記 入 表６
財団法人日本環境協会　エコマーク事務局　御中

化管法に基づく化学物質の排出量・移動量の報告
	発行日：　　　　　　２０
	
	年
	
	月
	
	日

	(会社名)

(工場名)

(責任者名)役職名　　　　　　氏名
	印

(社印を捺印)

	工場住所：

	TEL　　：


　　　


　　　* 責任者名は最終製品を製造する工場長（もしくは相当する工場の責任者）

* 本証明書の発行日は、エコマークへの申込日より直近3ヶ月以内有効
単位： ｔ /年

	政令番号

（物質番号）
	CAS No.
	物  質  名
	大気への

排出
	公共用水域

への排出
	土壌への

排出
	排出量の
合計
	移動量
合計

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	合計
	　
	　
	　
	　
	　


発行者が工場長もしくは工場長の役職にあたるもしくは兼務していることを必ず明記してください。



　 記 入 表７ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

財団法人日本環境協会 エコマーク事務局　御中

品質管理証明書
	発行日：
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）

	【発行担当者】

	住所：

	部署：
	役職：

	氏名：

	TEL：
	FAX:

	E-mail：


エコマーク認定申込ブランド名（　　　　　）については、以下の　　品質管理項目（別紙による品質管理項目を説明する資料でも可）に基づいて、商品を管理し、品質管理基準に適合する商品のみを出荷することを証明します。
（管理している品質管理項目と規格値を以下に記述してください）　
	品質管理項目
	規格値

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


坪量について、管理標準値±５％の範囲内で管理していることを証明します。　　　　　　　　（設定している坪量の管理標準値を以下に記述してください）　　　　

　　　　　　　
	
	ｇ/㎡

	
	ｇ/㎡

	
	ｇ/㎡

	
	ｇ/㎡

	
	ｇ/㎡

	
	ｇ/㎡
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付属証明書
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発行者が工場長もしくは工場長の役職にあたるもしくは兼務していることを必ず明記してください。





記 入 表3（1/2）












































PAGE  
3/12

